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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年3月8日(2012.3.8)

【公開番号】特開2011-19934(P2011-19934A)
【公開日】平成23年2月3日(2011.2.3)
【年通号数】公開・登録公報2011-005
【出願番号】特願2010-216852(P2010-216852)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２６Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月19日(2012.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々を識別可能な複数種類の識別情報を可変表示可能な可変表示手段を備え、あらかじ
め定められている可変表示の実行条件が成立した後、可変表示の開始条件の成立にもとづ
いて前記可変表示の実行条件が成立した順番に従って複数種類の識別情報の可変表示を開
始し、当該複数種類の識別情報の可変表示の表示結果が特定表示結果となったときに遊技
者にとって有利な特定遊技状態に制御可能となる遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段からの制御情報に応じて、遊技の演出を制御する演出制御手段と、
　前記可変表示の実行条件が成立したが前記開始条件が成立していない可変表示である保
留可変表示の各々に対応して定められ、前記保留可変表示が開始される順番を表示位置に
より識別可能な保留表示を行う保留表示手段とを備え、
　前記遊技制御手段は、
　可変表示の実行条件の成立時に、可変表示の表示結果を前記特定表示結果とするか否か
を判定する実行条件成立時判定手段と、
　該実行条件成立時判定手段による判定結果を示す判定結果制御情報を前記演出制御手段
に送信する判定結果制御情報送信手段と、
　可変表示の実行条件の成立時および可変表示の開始条件の成立時に送信される制御情報
であって前記保留可変表示の数を示す保留数制御情報を前記演出制御手段に送信する保留
数制御情報送信手段とを含み、
　前記保留表示手段は、受信した前記保留数制御情報で特定される数の保留表示を行い、
　前記演出制御手段は、可変表示の表示結果を前記特定表示結果とすることを示す前記判
定結果制御情報を受信したときに、保留表示を所定の態様に変化させるか否か決定する保
留予告決定手段を含み、
　前記保留数制御情報送信手段および前記判定結果制御情報送信手段は、可変表示の実行
条件の成立による前記保留数制御情報と前記判定結果制御情報とを、それらの情報の送信
間で他の情報が送信されることを防止しつつ前記演出制御手段に送信する
　ことを特徴とする遊技機。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明による遊技機は、各々を識別可能な複数種類の識別情報（例えば特別図柄）を可
変表示可能な可変表示手段（例えば可変表示装置９）を備え、あらかじめ定められている
可変表示の実行条件（例えば、遊技領域に設けられた始動入賞領域への入賞）が成立した
後、可変表示の開始条件（例えば、前回の特別図柄の可変表示および大当り遊技状態の終
了）の成立にもとづいて可変表示の実行条件が成立した順番に従って複数種類の識別情報
の可変表示を開始し、当該複数種類の識別情報の可変表示の表示結果が特定表示結果（例
えば左中右図柄が同一の図柄）となったときに遊技者にとって有利な特定遊技状態（例え
ば大当り遊技状態）に制御可能となる遊技機であって、遊技の進行を制御する遊技制御手
段（例えば遊技制御用マイクロコンピュータ）と、遊技制御手段からの制御情報（例えば
演出制御コマンド）に応じて、遊技の演出（例えば可変表示装置９による画像表示やスピ
ーカによる音声出力など）を制御する演出制御手段（例えば演出制御用マイクロコンピュ
ータ）と、可変表示の実行条件が成立したが開始条件が成立していない可変表示である保
留可変表示（例えば未だ可変表示が開始されていない始動入賞記憶（保留記憶）にもとづ
く将来実行される可変表示）の各々に対応して定められ、保留可変表示が開始される順番
を表示位置により識別可能な保留表示（例えば図１９または図２０に示すように可変表示
が開始される順番に左から並べられた始動入賞記憶の表示）を行う保留表示手段（例えば
可変表示装置９に設けられた始動記憶表示エリア１８）とを備え、遊技制御手段は、可変
表示の実行条件の成立時に、可変表示の表示結果を特定表示結果とするか否かを判定する
実行条件成立時判定手段（例えば入賞時判定手段５６ＢのうちステップＳ１２３～Ｓ１２
５，Ｓ１３２，Ｓ１３３を実行する部分）と、該実行条件成立時判定手段による判定結果
を示す判定結果制御情報（例えば始動入賞時における判定結果を指定する演出制御コマン
ド）を演出制御手段に送信する判定結果制御情報送信手段（例えばコマンド送信手段５６
ＥのうちステップＳ１６４，Ｓ１６５を実行する部分）と、可変表示の実行条件の成立時
および可変表示の開始条件の成立時に送信される制御情報であって保留可変表示の数（例
えば始動入賞記憶数）を示す保留数制御情報（例えば始動入賞記憶数を指定する演出制御
コマンド）を演出制御手段に送信する保留数制御情報送信手段（例えばコマンド送信手段
５６ＥのうちステップＳ１６２，Ｓ１６３，Ｓ１６８，Ｓ１６９を実行する部分）とを含
み、保留表示手段は、受信した保留数制御情報で特定される数の保留表示を行い、演出制
御手段は、可変表示の表示結果を特定表示結果とすることを示す判定結果制御情報を受信
したときに、保留表示を所定の態様に変化させるか否か決定する保留予告決定手段を含み
、保留数制御情報送信手段および判定結果制御情報送信手段は、可変表示の実行条件の成
立による保留数制御情報と判定結果制御情報とを、それらの情報の送信間で他の情報が送
信されることを防止しつつ演出制御手段に送信することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項１記載の発明では、遊技機を、遊技制御手段が、可変表示の実行条件の成立時に
、可変表示の表示結果を特定表示結果とするか否かを判定する実行条件成立時判定手段と
、実行条件成立時判定手段による判定結果を示す判定結果制御情報を演出制御手段に送信
する判定結果制御情報送信手段と、可変表示の実行条件の成立時および可変表示の開始条
件の成立時に送信される制御情報であって保留可変表示の数を示す保留数制御情報を演出
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制御手段に送信する保留数制御情報送信手段とを含み、保留表示手段は、受信した保留数
制御情報で特定される数の保留表示を行い、演出制御手段は、可変表示の表示結果を特定
表示結果とすることを示す判定結果制御情報を受信したときに、保留表示を所定の態様に
変化させるか否か決定する保留予告決定手段を含み、保留数制御情報送信手段および判定
結果制御情報送信手段は、可変表示の実行条件の成立による保留数制御情報と判定結果制
御情報とを、それらの情報の送信間で他の情報が送信されることを防止しつつ演出制御手
段に送信する構成としたので、特定遊技状態の発生を予告する表示態様の保留表示と実際
に特定遊技状態になると事前に判定された保留表示との間にずれが生じるのを確実に回避
することができる。
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